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１ 事業の目的・全体像

区区市町村が行うがん検診の実態（実施状況/技術・体制指標/プロセス指標）を把握し、
精度管理の評価を行うことにより、より精度の高いがん検診の実施に寄与することを目的とする

検診の実施委託

検診結果の報告

①調査回答
実施状況

技術・体制指標

プロセス指標

②報告

③評価

④個別のフィードバック・結果の公表

がん部会通知 区市町村訪問



２ 調査概要

プロセス指標技術・体制指標実施状況

検診の質を確保するための
「プロセス指標」の把握

検診の質を確保するための
「技術・体制指標」の把握

指針に基づく検診及び
指針外検診の実施状況の把握調査目的

プロセス指標調査市区町村におけるがん検診
チェックリストの使用に関する実態調査がん検診の実施状況調査調査名称

東京都
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科へ実施委託）

国立がん研究センター
（都内自治体の取りまとめは東京都が実施）

東京都
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科へ実施委託）

調査主体

９月下旬～10月中旬
10月下旬～ 11月中旬先行調査

９月下旬～10月中旬実施時期
（予定） ２月上旬～２月中旬再調査

◆令和６年度実施分
• 検診受診率

◆令和５年度実施分
• 検診受診率
• 要精検率
• 精検受診率、精検未受診率、精検未把握率
• がん発見率、陽性反応適中度

◆令和７年度実施分
• がん検診実施体制整備に関する調査

◆令和５年度実施分
• プロセス指標把握に関する調査

※市区町村用チェックリスト（令和6年3月版）
に基づく調査

◆令和７年度実施分
• 指針に基づくがん種（胃・肺・大腸・子宮
頸・乳）について正しい検診方法・対象年
齢・検診間隔にて検診を実施しているか

• 指針外のがん種を実施しているか
対象年度
・調査内容



３ 調査票・回答方法

プロセス指標調査市区町村におけるがん検診
チェックリストの使用に関する実態調査がん検診の実施状況調査

• 前々年度及び前年度のがん検診結果を収集し、プ
ロセス指標を算出する様式に回答

• 国が実施している「地域保健・健康増進事業告」
から内容を転記可能

• 調査対象は、指針に基づく５つのがん種のみ

• 国立がん研究センターの調査システムに回答

• 市区町村用チェックリストに沿った設問に「は
い」「いいえ」で回答

• 調査対象は、指針に基づく５つのがん種(胃・子宮
頸は検査方法別)のみ

• 実施の有無・検診方法・検診方式対象年齢・受診
間隔・受診機会の有無を回答する様式に回答

• 調査対象は、指針に基づく５つのがん種と
指針外のがん種


